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　長崎県警察の組織に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。
　　令和５年２月17日

長崎県公安委員会委員長　瀬戸　牧子　
長崎県公安委員会規則第３号
　　　長崎県警察の組織に関する規則の一部を改正する規則
　長崎県警察の組織に関する規則（平成14年長崎県公安委員会規則第４号）の一部を次のように改正する。
　次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。

公安委員会規則

改正後 改正前

（生活安全部の分課） （生活安全部の分課）
第５条　生活安全部に次の課を置く。 第５条　生活安全部に次の課を置く。
⑴　略
⑵　人身安全・少年課

⑶及び⑷　略

⑴　略
⑵　人身安全対策課
⑶　少年課
⑷及び⑸　略

２　生活安全企画課に犯罪抑止対策室を、人身安全・少年課
に少年対策室を、生活環境課に許可業務指導室を置く。

２　生活安全企画課に犯罪抑止対策室を、少年課に少年サポ
ートセンターを、生活環境課に許可業務指導室を置く。

（警備部の分課） （警備部の分課）
第９条　略
２　警備課に警衛警護室、危機管理対策室、航空隊及び国民
文化祭準備室を、外事課に国際テロ対策室を置く。

第９条　略
２　警備課に危機管理対策室、航空隊及び警衛連絡室を、外
事課に国際テロ対策室を置く。

（人身安全・少年課の事務） （人身安全対策課の事務）
第21条　生活安全部人身安全・少年課の所掌事務は、次のと
おりとする。

第21条　生活安全部人身安全対策課の所掌事務は、次のとお
りとする。

⑴～⑸　略
⑹　児童虐待の防止等に関する法律（平成12年法律第82号）
の施行に関すること。
⑺　略
⑻　少年対策室に関すること。
⑼　略

⑴～⑸　略

⑹　略

⑺　略
２　少年対策室は、少年非行防止に関する調査及び企画、少
年の補導、少年をめぐる環境浄化、少年の福祉を害する犯
罪の取締り、犯罪その他少年の健全な育成を阻害する行為
に係る被害少年の保護、少年に対する暴力団の影響の排
除、街頭補導、少年相談等を通じた非行少年等の早期発見
補導、保護指導、継続支援等少年の非行防止活動その他少
年警察運営全般の指導に関する事務を行う。
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（少年課の事務）
第22条　削除 第22条　生活安全部少年課の所掌事務は、次のとおりとする。

⑴　少年非行防止に関する調査及び企画に関すること。
⑵　少年の補導に関すること。
⑶　少年をめぐる環境浄化に関すること。
⑷　少年の福祉を害する犯罪の取締りに関すること。
⑸　犯罪その他少年の健全な育成を阻害する行為に係る被
害少年の保護に関すること。
⑹　児童虐待の防止等に関する法律（平成12年法律第82号）
の施行に関すること。
⑺　少年に対する暴力団の影響の排除に関すること。
⑻　少年サポートセンターに関すること。
⑼　その他少年警察運営全般の指導に関すること。
２　少年サポートセンターは、街頭補導、少年相談等を通じ
て、非行少年等の早期発見補導、保護指導、継続支援等少
年の非行防止活動を行う。

（地域課の事務） （地域課の事務）
第25条　地域部地域課の所掌事務は、次のとおりとする。 第25条　地域部地域課の所掌事務は、次のとおりとする。

⑴及び⑵　略

⑶及び⑷　略

⑴　地域警察に関すること。
⑵　水難、山岳遭難その他の事故における人命の救助及び
これらの事故の防止に関すること。
⑶　水上警察に関すること。
⑷　雑踏警備に関すること。
⑸及び⑹　略
⑺　警ら用無線自動車及び警察用船舶の運用に関すること。
⑻及び⑼　略

２　地域企画指導室は、地域警察の企画、調整及び指導、水
難、山岳遭難その他の事故における人命の救助及びこれら
の事故の防止、水上警察、雑踏警備並びに警ら用無線自動
車及び警察用船舶の運用に関する事務を行う。

２　地域企画指導室は、地域警察の企画、調整及び指導に関
する事務を行う。

３　略 ３　略
（警備課の事務） （警備課の事務）

第42条　警備部警備課の所掌事務は、次のとおりとする。 第42条　警備部警備課の所掌事務は、次のとおりとする。
⑴及び⑵　略
⑶　警衛警護室に関すること。

⑷及び⑸　略
⑹　国民文化祭準備室に関すること。

⑴及び⑵　略
⑶　警衛に関すること。
⑷　警護に関すること。
⑸及び⑹　略
⑺　警衛連絡室に関すること。

２　警衛警護室は、警衛及び警護に関する事務を行う。
３及び４　略
５　国民文化祭準備室は、第40回国民文化祭に伴う警衛警備
に関する事務を行う。

２及び３　略
４　警衛連絡室は、第40回国民文化祭に伴う警衛警備に関す
る事務を行う。

（外事課の事務） （外事課の事務）
第43条　警備部外事課の所掌事務は、次のとおりとする。 第43条　警備部外事課の所掌事務は、次のとおりとする。
⑴　略
⑵　経済安全保障対策に関すること。
⑶及び⑷　略

⑴　略

⑵及び⑶　略
（少年対策室長） （少年サポートセンター長）
第64条　少年対策室に室長を置く。
２　室長は、上司の命を受け、少年対策室の事務を掌理し、
部下職員を指揮監督する。

第64条　少年サポートセンターにセンター長を置く。
２　センター長は、上司の命を受け、少年サポートセンター
の事務を掌理し、部下職員を指揮監督する。

（警衛警護室長）
第80条の２　警衛警護室に室長を置く。
２　室長は、上司の命を受け、警衛警護室の事務を掌理し、
部下職員を指揮監督する。
（国民文化祭準備室長） （警衛連絡室長）
第83条　国民文化祭準備室に室長を置く。
２　室長は、上司の命を受け、国民文化祭準備室の事務を掌
理し、部下職員を指揮監督する。

第83条　警衛連絡室に室長を置く。
２　室長は、上司の命を受け、警衛連絡室の事務を掌理し、
部下職員を指揮監督する。

（階級） （階級）
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第85条　略
２　取調べ監督室長、情報公開センター長、警察安全相談室
長、音楽隊長、鉄道警察隊長、渉外捜査室長、機動鑑識隊
長、駐車対策室長、長崎運転免許センター長及び航空隊長
は、警視又は警部の階級にある警察官をもって充てる。た
だし、所掌事務により、一般職員をもって充てることがで
きる。

第85条　略
２　取調べ監督室長、情報公開センター長、警察安全相談室
長、音楽隊長、少年サポートセンター長、鉄道警察隊長、
渉外捜査室長、機動鑑識隊長、駐車対策室長、長崎運転免
許センター長及び航空隊長は、警視又は警部の階級にある
警察官をもって充てる。ただし、所掌事務により、一般職
員をもって充てることができる。

（階級） （階級）
第99条　略
２　略
３　課長補佐、所長補佐、隊長補佐、分駐隊長及び専門研究
員は、警部の階級にある警察官又は一般職員をもって充て
る。

第99条　略
２　略
３　課長補佐、所長補佐、隊長補佐及び専門研究員は、警部
の階級にある警察官又は一般職員をもって充てる。

（会計官、地域交通官、刑事生活安全官及び警備官） （会計官、地域交通官、刑事官及び警備官）
第125条　警察署に、必要に応じ、会計官、地域交通官、刑
事生活安全官及び警備官を置く。
２　会計官、地域交通官、刑事生活安全官及び警備官は、警
視の階級にある警察官又は一般職員をもって充てる。
３及び４　略
５　刑事生活安全官は、上司の命を受け、警察署の事務のう
ち刑事警察及び生活安全警察に関する事務を整理し、部下
職員を指揮監督する。
６　略

第125条　警察署に、必要に応じ、会計官、地域交通官、刑
事官及び警備官を置く。
２　会計官、地域交通官、刑事官及び警備官は、警視の階級
にある警察官又は一般職員をもって充てる。
３及び４　略
５　刑事官は、上司の命を受け、警察署の事務のうち刑事警
察及び生活安全警察に関する事務を整理し、部下職員を指
揮監督する。
６　略

別表第２（第122条関係） 別表第２（第122条関係）

警察署 課 所 掌 事 務 警察署 課 所 掌 事 務

長崎
佐世保

略 長崎
佐世保

略

生活安全課 生活安全部生活安全企画課、人身安全・
少年課、生活環境課及びサイバー犯罪
対策課の事務に相当する事務

生活安全課 生活安全部生活安全企画課、人身安全
対策課、少年課、生活環境課及びサイ
バー犯罪対策課の事務に相当する事務

略 略

浦上
諫早

略 浦上
諫早

略

生活安全課 生活安全部生活安全企画課、人身安全・
少年課、生活環境課及びサイバー犯罪
対策課の事務に相当する事務

生活安全課 生活安全部生活安全企画課、人身安全
対策課、少年課、生活環境課及びサイ
バー犯罪対策課の事務に相当する事務

略 略

大浦
時津
雲仙
島原
大村
早岐
五島

略 大浦
時津
雲仙
島原
大村
早岐
五島

略

生活安全課 生活安全部生活安全企画課、人身安全・
少年課、生活環境課及びサイバー犯罪
対策課の事務に相当する事務

生活安全課 生活安全部生活安全企画課、人身安全
対策課、少年課、生活環境課及びサイ
バー犯罪対策課の事務に相当する事務

略 略

西海
南島原
川棚
相浦
江迎
松浦
平戸
対馬南

略 西海
南島原
川棚
相浦
江迎
松浦
平戸
対馬南

略

刑事生活安
全課

刑事部刑事総務課、捜査第一課、捜査
第二課、組織犯罪対策課、鑑識課及び
科学捜査研究所並びに生活安全部生活
安全企画課、人身安全・少年課、生活
環境課及びサイバー犯罪対策課の事務
に相当する事務

刑事生活安
全課

刑事部刑事総務課、捜査第一課、捜査
第二課、組織犯罪対策課、鑑識課及び
科学捜査研究所並びに生活安全部生活
安全企画課、人身安全対策課、少年課、
生活環境課及びサイバー犯罪対策課の
事務に相当する事務

略 略

新上五島
壱岐
対馬北

略 新上五島
壱岐
対馬北

略

刑事生活安
全課

刑事部刑事総務課、捜査第一課、捜査
第二課、組織犯罪対策課、鑑識課及び
科学捜査研究所並びに生活安全部生活
安全企画課、人身安全・少年課、生活
環境課及びサイバー犯罪対策課の事務
に相当する事務

刑事生活安
全課

刑事部刑事総務課、捜査第一課、捜査
第二課、組織犯罪対策課、鑑識課及び
科学捜査研究所並びに生活安全部生活
安全企画課、人身安全対策課、少年課、
生活環境課及びサイバー犯罪対策課の
事務に相当する事務

略 略
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　　　附　則
　この規則は、令和５年３月24日から施行する。

　警察職員の配置定員に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。
　　令和５年２月17日

長崎県公安委員会委員長　瀬戸　牧子　
長崎県公安委員会規則第４号
　　　警察職員の配置定員に関する規則の一部を改正する規則
　警察職員の配置定員に関する規則（平成10年長崎県公安委員会規則第４号）の一部を次のように改正する。
　次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。

改正後 改正前

別表 別表
警 察 職 員 配 置 定 員 表 警 察 職 員 配 置 定 員 表

区分
所属 警 察 官 一般職員 計 区分

所属 警 察 官 一般職員 計

警 察 本 部 ９１４ ３２６ １，２４０ 警 察 本 部 ９０８ ３２２ １，２３０

略 略

初 任 科 生 ９７ ９７ 初 任 科 生 ９２ ９２

小　　　　計 １，０２８ ３３３ １，３６１ 小　　　　計 １，０１７ ３２９ １，３４６

　

警

　

察

　

署

　

長崎警察署 ２８８ １７ ３０５ 　

警

　

察

　

署

　

長崎警察署 ２９０ １７ ３０７

大浦警察署 １０１ ４ １０５ 大浦警察署 １０１ ５ １０６

浦上警察署 １８７ １０ １９７ 浦上警察署 １８９ ９ １９８

時津警察署 １０９ ８ １１７ 時津警察署 １１０ １０ １２０

略 略

諫早警察署 １７３ ８ １８１ 諫早警察署 １７５ ８ １８３

雲仙警察署 ７６ ６ ８２ 雲仙警察署 ７５ ６ ８１

島原警察署 ６８ ６ ７４ 島原警察署 ６９ ６ ７５

略 略

大村警察署 １２１ １０ １３１ 大村警察署 １２２ １０ １３２

略 略

早岐警察署 ９２ ７ ９９ 早岐警察署 ９０ ８ ９８

佐世保警察署 ２１４ １１ ２２５ 佐世保警察署 ２１７ １２ ２２９

相浦警察署 ５６ ４ ６０ 相浦警察署 ５７ ４ ６１

略 略

対馬南警察署 ５７ ７ ６４ 対馬南警察署 ５８ ７ ６５

略 略

小　　　　計 ２，０４７ １４１ ２，１８８ 小　　　　計 ２，０５８ １４５ ２，２０３

略 略

　　　附　則
　この規則は、令和５年３月24日から施行する。
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